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SIDS in HPV programme & CCAP 
SIAM 15, 22/10/2002 

初期評価プロファイル（SIAP） 
 

トリアセチン  
物 質 名 ：Triacetin  

化 学 式 ：C9H14O6  

CAS No.：102-76-1  

 

 

SIAR の結論の概要 

 

ヒトの健康  

トリアセチンをラットの腸と共にin vitroで培養すると，容易に加水分解されて遊離グリセロールと酢酸に

なる。イヌに本物質を注射すると血管内で加水分解され，生じた酢酸塩は大半が酸化される。  

 
トリアセチンの経口急性毒性と経皮急性毒性は非常に低い。1 件のラット経口急性毒性試験（OECD TG 

401）で，極限量の 2,000mg/kg 体重により 14 日間の観察期間中に死亡と全身毒性徴候は生じなかった。

強制経口投与によるラットの LD50 は雌雄とも＞2,000mg/kg 体重と決定され，ウサギとモルモットの経皮 

LD50 は＞2,000mg/kg 体重であった。ラットの 1 件の急性吸入毒性試験の LC50 は雌雄とも＞ 1,721mg/m3 

であり（OECD TG 403），またラットに毎日 73,700mg/m3 を反復ばく露しても 5 日後に毒性徴候は現れな

かったので，急性吸入毒性は非常に低いと考えられる。  

 
OECD 反復投与毒性・生殖発生毒性組み合わせスクリーニング試験（OECD TG 422）による 1 件のラッ

ト経口試験で，雄には交配の 2 週間前から 44 日間，雌には交配の 14 日前から分娩 3 日後まで 41～48 

日間にわたって 0～1,000 mg/kg 体重/日のトリアセチンを強制経口投与した。臨床徴候，体重，摂餌量，臓

器重量，剖検所見に対してトリアセチンは影響を及ぼさなかった。本物質に帰せられる組織病理学的変化は

雌雄とも認められなかった。雄の血液学的パラメータと血液化学的パラメータに異常は無かった。 

 
したがって反復経口投与毒性の NOAEL は雌雄とも 1,000 mg/kg 体重/日と考えられる。  

 
1 件の吸入試験で，ラットにトリアセチンを 90 日間にわたって 249 ppm（2,220 mg/ ）の用量で GLP 

（優良試験所基準）条件外で投与した。ばく露中に毒性徴候は認められなかった。NOAEL は 90 日間で 

249 ppm（2,220 mg/m3）と考えられる。この吸入試験は有用であると考えられるが，現在の試験プロトコー

ルに一部従っていない。  

 
ラットに 0～1,000 mg/kg 体重/日を投与した反復投与毒性・生殖発生毒性組み合わせ試験（OECD TG 

422）で，生殖パラメータ（交配指数，生殖能指数，在胎期間，黄体数，着床数，着床指数，在胎期指数，分

娩指数，母動物の分娩および授乳行動）に対する統計学的に有意な有害性影響は認められなかった。加えて，

出生仔または生存仔の数，性比，生産（live birth）指数，生存指数，体重に有意差は無かった。出生仔に発
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生毒性，毒性の臨床徴候，剖検所見の変化は見出されなかった。したがって，NOAEL は親動物と出生仔で 

1,000 mg/kg 体重/日であると考えられる。  

 
トリアセチンは細菌に 5,000μg/plate までの濃度で遺伝子突然変異を誘発しなかった（OECD TG 471 と 

472）。しかしながらチャイニーズハムスター培養細胞における染色体異常の誘導が最高濃度（2.2mg/mL，

10mM）のみで外因性代謝活性化系の存在下で認められた（OECD TG 473）。高い毒性（75％）は投与終了

時の低 pH（4.9）が原因と思われるので，認められた染色体異常は生物学的に関連が無いと思われる。低 pH 

のような非生理的な培養条件のもとでは，染色体異常の頻度が上昇する可能性があると報告されている。倍

数性は試験したいずれの条件下でも誘導されなかった。全てのデータを考慮すると，トリアセチンは非遺伝

子毒性であるとみなすことができる。  

 
トリアセチンはウサギの皮膚（OECD TG 404）と眼（OECD TG 405）に対して刺激性を持たない。モル

モットにおけるトリアセチンによる感作は無い。志願者を対象とした試験で，トリアセチンは皮膚刺激も皮

膚感作も誘発しなかった。しかしながら，これまでにトリアセチンが原因の 1 例のアレルギー性接触性湿疹

がタバコ工場で報告された。  

 
入手したデータと予測される 1 日摂取量（成人 1 人当たり 7.8 mg/日）に基づくと，トリアセチンと類

縁トリグリセリド類はヒトの健康への有害性をもたない（JECFA，1975，Commission，1992，SCF， 1995）。

トリアセチンは FEMA（連邦危機管理局）によりGRAS（一般に安全と認められる）資格を与えられており

（1965），FDA（米国食品医薬品局）によりヒトの食品への使用が認可されている。  

  

環境  

トリアセチンは沸点が 258 ℃，蒸気圧が 25 ℃で 0.003306 hPa の液体である。水に可溶（25℃で 70g/L）

で，アルコール，芳香族炭化水素，ジエチルエーテルと混和する。  

 
一般フガシティーモデル（Mackay レベルⅢフガシティーモデル）から，トリアセチンは水中に放出され

たならば主に水に分布するが，水・土壌・底質に等量（1：1：1）ずつ放出されたときには約 3 分の 1 と 3 

分の 2 がそれぞれ水と土壌にとどまることが示される。推定ヘンリー定数が 1.23×10-8  atm・m3/mol であ

ることから，本物質は基本的に水から蒸発しないことが示唆される。  

 
光化学的に生成したヒドロキシルラジカルとの気相反応の速度定数は25℃で7.81×10-12 cm3/molecule sec 

と推定されており，したがってヒドロキシラジカルの大気中濃度が 5×105 個/cm3 のとき大気中半減期は約 

48 時間となる。  

 
トリアセチンは容易に生分解される（OECD TG 301C：BOD に基づいて 14 日後に 77％，OECD TG 

301B：ThCO2 に基づいて 28 日後に 93％，OECD TG 301D：BOD に基づいて 30 日後に 79％）。本物

質は Log Pow が 0.21 と低いことから，生物蓄積性は低いと思われる。  

 
pH7 と 9 の水中での半減期は 25℃でそれぞれ 60.4 日と 16.5 時間と推定されるのに対して，pH4，

50℃ では 5 日後に加水分解は起こらない。トリアセチンは土壌中の移動度が高いと思われ，回帰方程式か
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らの Koc（有機炭素吸着係数）が 10.5 なので，土壌中で容易に浸出するだろう。したがって湿ったアルカ

リ性土壌中のトリアセチンの主な分解プロセスは加水分解であると思われる。  

 
藻類に対するトリアセチンの72 時間毒性（成長阻害，Selenastrum capricornutum）はEC50 で＞ 

1,000mg/L，NOEC で556mg/L（OECD TG 201）である。オオミジンコDaphnia magnaでは急性毒性（OECD 

TG 202）の EC50（48 時間）が768 mg/L，810.9 mg/L，380 mg/L であるが，慢性毒性（OECD TG 211）

の NOEC（21 日間生殖）は100mg/L である。魚類への急性毒性は96 時間 LC50（OECD TG 203）で＞

100mg/L（メダカOryzias latipes）と165.3mg/L（ファットヘッドミノーPimephales promelas）である。魚

類（メダカ）に対する長期毒性（OECD TG 204）は14 日間 LC0（0％影響濃度）で100 mg/L である。  

  

ばく露  

トリアセチンは閉鎖反応系内で製造される。日本における生産量は約5,000 トン/年，全世界の推定生産量

は10,000～50,000 トン/年である。市販されているトリアセチンは 0.1％未満のジアセチンと 0.01％未満の

モノアセチンを含有する。日本で製造されるトリアセチンは，塩基性染料の溶剤，香料の定着剤，食品添加

物，医薬品，天然ガスの CO2 除去剤などのさまざまな工業的用途と，タバコのフィルター，セルロイド，写

真フィルムなどの製造のために，消費者製品ならびに工業に使用されているので，次のような 3 つのシナリ

オに従った職場ばく露と消費者ばく露の両方を想定しなければならない。  

(1) 職業ばく露：ストレーナの洗浄，サンプル採取，分析，ドラム缶充填のような作業の際の吸入および経

皮ばく露  

(2) 消費者ばく露：食品添加物，局所抗真菌剤または香水の定着剤，タバコのフィルター中の本物質の経口

摂取と経皮・吸入ばく露  

(3) 環境ばく露：廃水から水圏への排出，香水・化粧品工業における本物質の使用ならびに溶剤および天然

ガスからの CO2 除去剤としての使用に伴う気化による排出，およびトリアセチンを含有

する消費者製品の廃棄処理  

  

勧告  

本物質は現在のところ追加の作業の優先度が低い。  

  

勧告の根拠と勧告された追加の作業の性質  

 有害性の可能性が低いので，本物質は現在のところ追加の作業の優先度が低い。  

 

 
［著作権および免責事項について］ 

［著作権］ 

本資料の著作権は弊センターに帰属します。引用、転載、要約、複写（電子媒体への複写を含む）は著作権の侵害となりますので御注意下さい。 

［免責事項］ 

本資料に掲載されている情報については、万全を期しておりますが、利用者が本情報を用いて行う一切の行為について、弊センターは何ら責任を

負うものではありません。また、いかなる場合でも弊センターは、利用者が本情報を利用して被った被害、損失について、何ら責任を負いません。 
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